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TransferJet   micro USBアダプタ
取扱説明書（スマホ・タブレット用）

TM

ADR-TJMUBK

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。

4. 安全にお使いいただくためのご注意(必ずお守りください)

■警告
　下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。
●分解、改造はしないでください。（火災、感電、故障の恐れがあります）
　※保証の対象外になります。
●水などの液体に濡らさないでください。（火災、感電、故障の恐れがあります）
●小さな子供のそばでは本製品の取外しなどの作業をしないでください。
　（飲み込む恐れがあります）

■注意
　下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えることがあります。
●取付け、取外しの時は慎重に作業を行ってください。
　（機器の故障の原因となります）
●次のようなところでは使用しないでください。
　①直接日光の当たる場所
　②湿気や水分のある場所
　③傾斜のある場所
　④静電気の発生する場所
　⑤通常の生活環境とは大きく異なる場所
●長時間の使用後は高温になっております。取扱いにはご注意ください。
　（火傷の恐れがあります）
●ズボンのポケットなどには入れないでください。

■お手入れについて
　①清掃するときは接続している機器の電源をお切りください。
　②清掃するときは柔らかい布で拭いてください。
　③シンナー・ベンジン・ワックス等は使わないでください。

3. 取扱い上のご注意

●専用アプリをスマホ（タブレット）にインストールした状態でご使用ください。
●本製品のスイッチを切替えるには、スマホ（タブレット）から取外した状態で
　ご使用ください。
●データ送信中にスマホ（タブレット）から本製品を取外さないでください。データを破損
する可能性があります。
●何らかの原因でデータ送受信ができない場合には、一度アダプタを抜き、再度挿し直し
てからデータ転送を試みてください。
●本製品の取付け、取外しをする時には必ずパソコン内(ハードディスク等)のデータを
　すべてバックアップしてください。
●メディア内のデータは、必ず他のメディアにすべてバックアップしてください。
　※特に修復・再現のできない重要なデータは必ずバックアップをしてください。
　※バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を
　負いかねますのであらかじめご了承ください。

●写真や動画などの大容量ファイルを「かざすだけ」の簡単操作で送受信することが
　できます。
※別途TransferJetTMUSBアダプタかmicroUSBアダプタが必要です。
●複数のファイルを一度に送受信することができます。
●専用アプリをインストールするだけ。面倒な設定は不要です。
●USBバスパワーで動作するので別途電源をとる必要がありません。
●専用アプリ「TransferJet File Share」を用いることにより、どんな種類のファイルも
送受信可能です。
※その他ファイルマネージャーアプリからの送信も可能です。
　（すべてのアプリの対応を保証するわけではありません）

ホストインターフェース

内 蔵

サ イ ズ・重 量

USB 2.0（micro USBコネクタ）

RF部品（高周波フィルタなど）、クリスタル、カプラ、
ソニー製LSI（CXD3270GG-1）
W32×D9.8×H44mm・約8g

5. 特長
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●目次

●はじめに

●動作環境

●取扱い上のご注意

●安全にお使いいただくためのご注意

●特長

●各部の名称と働き

●アプリのインストール

●使用方法　・本製品取付け方法
　・スマホ（タブレット）同士でのデータ送受信
　・Windowsパソコンとのデータ送受信
　・TransferJetTM対応機器とのデータ送受信
　・「MC MODE」を使っての接続
　・アダプタの取外し

●保証規定・保証書

1. はじめに

この度はTransferJetTM microUSBアダプタ（ADR-TJMUBK）をお買上げいただき、
誠にありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みください。
また、読み終わった後もお手元に置き、いつでも確認できるようにしておいてください。

2. 動作環境

ホストインターフェース：USB2.0（micro USBアダプタ）
対応OS：Android 3.1以降
対応機種：Android端末（USBホスト対応機種）

▶対応機種はこちらからご確認ください。

6. 各部の名称と働き

ロゴ付近を
相手の機器に
かざします。 micro USB

コネクタ

LED 本製品をスマホや
タブレットに挿すと緑色に
点灯します。

切替えスイッチ ※1
・TJ MODE…通常はこちらを使用
・POWER OFF…電源OFF
・MC MODE…USBストレージ接続 ※2

※TransferJet Serviceの画面です。

※1：スイッチ切替えを行う際はスマホ（タブレット）から抜いた状態で行ってください。
※2：TransferJetTM対応デジカメをかざすとUSBストレージのように
　　デジカメ内のファイルにアクセスすることができます。

2つの送信方法があります。
※写真や動画を送る場合、プリインストールアプリの「ギャラリー」や「アルバム」を
　ご使用いただくとシンプルな操作で送信できます。

アイコン アプリ名

①スマホ（タブレット）に本製品を取付けます。
　※micro USB端子位置は機種により異なります。

②画面中央に右記のような表示が出ます。
　（初回接続時のみ）
　「このUSBデバイスに標準で使用する」
　にチェックを入れ、OKをタップします。

③OKをタップすると、右記表示が数秒間
　表示されます。
　2度目以降はアダプタに接続されると、
　この表示が出るようになります。

④アダプタが接続されている間は、
　右記表示のようにスマホ（タブレット）
　画面左上にTransferJetTMアイコンが
　表示されます。（画面右下に表示される
　機種もあります）

①Google Play（Playストア）を開いてください。
②「TransferJet Servise」「TransferJet File Shere」を検索し、インストールします。
※インストール方法はGoogle Play（Playストア）をご覧ください。

8. 使用方法

スマホ（タブレット）同士でのデータ送受信

概要説明 備考

・プリインストールアプリです。
・シンプルな操作で写真や動画を
 送付できます。
・一度に複数ファイルを送る操作
 も可能です。

写真や動画を
送るのに最適です。

どんなファイルで
も送信できます。
※複数を送信す
　る場合はファイ
　ルを一つずつ
　選択する必要
　があります。

ギャラリー
アルバム

トランスファー
ジェットファイル
シェア

TransferJet 
File Share

・本製品専用のファイル送信
 アプリです。
・Google Playからダウンロード
 します。
・どんなファイルでも送信でき
 ます。

●写真や動画のデータ送信準備

　①写真や動画を撮った後、アダプタを取付け、
　　「ギャラリー」や「アルバム」を立ち上げます。
　

　
　②表示される写真や動画を「タップ」もしくは
　　「長押し」すると、画面上部右寄側に
　　「トランスファージェット送信アイコン」が
　　出ます。これをタップします。

　

③すると右記のような
　データ送信待ち画面になります。
　
　これで送信準備完了です。

●データ受信準備

　アダプタをスマホ（タブレット）に挿すだけ、操作は一切不要です。

「トランスファージェット送信アイコン」が
表示されない場合

or

ス
マ
ホ

タブレット

挿入角度に注意してください。
無理に押し込むとコネクタを破損する恐れがあります。

スマホ（タブレット）にプリインストールされている「Google Play（Playストア）」から、
専用アプリを2つインストールします。インストールは初回使用時のみ行います。
※両方ともインストールしてください。1つだけでは動作しません。
※「アプリの更新」は随時行われます。

アイコン

7. アプリのインストール

インストールするアプリ名 アプリの機能

TransferJet Service

TransferJet File Share

トランスファージェットサービス

トランスファージェットファイルシェア

インストールした機器に
「TransferJetTM機能」を
追加する

トランスファージェットサー
ビスの機能を使って
「ファイル送受信」を行う

別売り（ADR-TJMUBK）

スマホ（タブレット）同士でデータ
を送受信をする場合は、
送信側・受信側それぞれに
本製品TransferJet　 microUSB
アダプタ（ADR-TJMUBK）が必要です。

TM

本製品取付け方法

・ TJ MODE

・ POWER OFF

・ MC MODE

＜背面＞



TEL.092-471-6721  FAX.092-471-8078

TEL.011-611-3450  FAX.011-716-8990
TEL.022-257-4638  FAX.022-257-4633
TEL.052-453-2031  FAX.052-453-2033
TEL.06-6395-5310  FAX.06-6395-5315

札幌営業所/〒060-0808 札幌市北区北八条西4-1-1 パストラルビルN8
仙台営業所/〒983-0851 仙台市宮城野区榴岡1 -6 -37宝栄仙台ビル
名古屋営業所/〒453-0015 名 古屋市中村区椿町 1 6 - 7カジヤマビル
大阪営業所/〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル
福岡営業所/〒812-0012 福岡市博多区博多駅中央街8-20第2博多相互ビル

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1 - 1 0 - 1 TEL.086-223-3311  FAX.086-223-5123
〒140-8566  東 京 都 品 川 区 南 大 井 6 - 5 - 8 TEL.03-5763-0011  FAX.03-5763-0033

BE/AB/THDaN

スマホ（タブレット）同士でのデータ送受信…………続き

＜ギャラリーやアルバムから「複数ファイルを選択する」方法＞

　① 複数の写真や動画を
　　 表示させます。

●データの送受信手順

　・本製品同士をタッチすると受信機側スマホ（タブレット）にデータが高速に転送されます。
　・転送が終わったら機器同士を離してください。受信後すぐに写真や動画が再生されます。
　・転送後はアダプタを抜いてください。

　② 送信したい1つ目の
　　 ファイルを長押し
　　 します。

　③ 以降、送信したいファイル
　　 をタップしていくことで
　　 複数選択できます。

⑤数秒後に「切断メッセージ」が表示
　されます。

Windowsパソコンとのデータ送受信 TransferJet　対応機器とのデータ送受信TM

TM

「MC MODE」を使っての接続

・本製品のスイッチをMC MODEに切替えると、スマホ（タブレット）からTransferJet　対応
 デジカメを「USBストレージ」のように接続することができます。
・転送が終わったら機器同士を離してください。
・使用後は本製品をスマホ（タブレット）から抜いた後、スイッチを「TJ MODE」に戻して
 ください。

アダプタの取外し

・使用後はアダプタを抜いてください。（電池消耗やコネクタ破損を防止するため）
・データ転送中にはアダプタを取外さないようにしてください。
 データを破損する恐れがあります。

●Windowsパソコン → スマホ（タブレット）にデータ送信
　・パソコンで送信操作をしたのち、アダプタ同士をタッチするとデータが高速転送されます。
　・転送が終わったら機器同士を離してください。受信後再生が開始します。
　・転送後はスマホ（タブレット）側のアダプタを抜いてください。

「ファイルマネージャアプリ」を使う
ことで、スマホ側からデジカメにファイル
アクセスできます。
スマホに「USBストレージメモリ」を接続
した時と同じように動作します。
※読み込み専用です。スマホのデータを
　デジカメに書き込むことはできません。

機器同士を離すと切断されます。

●スマホ（タブレット） → TransferJet　対応機器にデータを送信
　・ソニー製TransferJetTM対応デジカメに「画像ファイル」を送信することができます。
　・転送が終わったら機器同士を離してください。
　・転送後はスマホ（タブレット）側のアダプタを抜いてください。
　※デジカメなど対応機器の操作は、対応機器付属の取扱説明書でご確認ください。
　※一部デジカメ側で再生できない画像があります。動画の受信はできません。

①送信操作を
　します。
　受信側は
　「再生表示」に
　します。

②音が鳴ります。
　転送中は
　プログレス
　カバーが表示
　されます。

③データ転送が
　終わると音が鳴り、
　完了画面が表示
　されます。

②アダプタ（本製品）を
　デジカメに表記されている
　「TransferJet　のロゴ」
　にタッチするとデータ
　転送します。

③データ転送が
　終わると
　完了画面が
　表示されます。

1）保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間
内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理いたしますので、保証書を製品に添
えてお買い上げの販売店までお持ちください。

2）次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
①保証書をご提示いただけない場合。
②所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
③故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
④故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
⑤天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷。

3）お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお
受けいたしかねます。

4）本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を
負わないものとします。

5）本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての保証はいたし
かねます。

6）本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる
設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組込みや使用は
意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じ
ても弊社はいかなる責任も負いかねます。

7）修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8）保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9）保証書は日本国内においてのみ有効です。

保証書
型番
シリアルナンバー

保証期間　1年 お買い上げ年月日　　　　年　　　　月　　　　日

お名前
お
客
様

販
売
店

ご住所

販売店名・住所・TEL

担当者名

TEL

ADR-TJMUBK

9. 保証規定・保証書

ス
マ
ホ

Windows
パソコン

ス
マ
ホ

アダプタのスイッチを「MC MODE」に
切替えた後、スマホに挿し、エクスプローラ
アプリを起動します。
※デジカメ側は再生状態にしてください。

①

③

本製品をスマホから抜き、アダプタ
のスイッチを「TJ MODE」に切替
えます。

④

アダプタをデジカメに表記されている
「TransferJet　のロゴ」にかざします。
②

離すTM

①デジカメ側は
　「再生状態」に
　します。
※TransferJet　
　対応機能を有効に
　してください。

TM

●TransferJet　対応機器 → スマホ（タブレット）にデータを送信
　・ソニー製TransferJetTM対応デジカメからスマホ（タブレット）に「画像ファイル」を
　 送信することができます。
　・転送が終わったら機器同士を離してください。
　・転送後はスマホ（タブレット）側のアダプタを抜いてください。
　※デジカメなど対応機器の操作は、対応機器付属の取扱説明書でご確認ください。

TM

TM

TM

●スマホ（タブレット） → Windowsパソコンにデータを送信
　・送信操作をしたのち、パソコンのアダプタにタッチするとデータが高速転送されます。
　・転送が終わったら機器同士を離してください。Windows画面のフォルダが開きます。
　・転送後はアダプタを抜いてください。

パソコンとデータ送受信をする
場合は、別売りの
TransferJet　USBアダプタ
（ADR-TJAUBK）が必要です。

別売り（ADR-TJAUBK）※

※パソコン用TransferJet　USBアダプタ（ADR-TJAUBK）は別売りです。

TM

TM

・ TJ MODE

・ POWER OFF

・ MC MODE

・ TJ MODE

・ POWER OFF

・ MC MODE

⑤スマホ側は
　数秒後に
　「切断メッセージ」
　が表示
　されます。

①送信操作をします。 ①操作は不要です。

①送信操作をします。 ①操作は不要です。

③ファイルが表示されます。

②アダプタ同士を近づけるとデータが転送されます。

③データ転送が終わると完了画面が表示されます。

②アダプタ同士をタッチするとデータ転送が始まります。

③データ転送が終わると転送完了画面が
　表示されます。

④機器同士を離してください。

④機器同士を離してください。

④機器同士を離してください。

⑤スマホ側は、
　すぐに写真が
　再生されます。

④機器同士を離してください。

③受信完了画面が表示されます。

⑤数秒後、切断メッセージ
　が表示されます。

⑤すぐに写真や動画が
　再生されます。

送信手順 受信手順

スマホ側送信手順 パソコン側受信手順
スマホ側送信手順 デジカメ側受信手順

①デジカメで
　送信操作
　をします。

①操作は
　不要です。

②アダプタをデジカメの「TransferJetTMロゴ」にタッチするとデータ転送が始まります。
　音が鳴ります。

③データ転送が終わると完了画面が表示されます。

デジカメ側送信手順 スマホ側受信手順

①送信操作をします。 ①操作は不要です。

③完了画面が表示されます。

②アダプタ同士を近づけるとデータが転送されます。

③データ転送が終わるとプログレスバーが消えます。

④機器同士を離してください。スマホ側はすぐに写真や動画が再生されます。

パソコン側送信手順 スマホ側受信手順
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